
業務棚卸表解説 
・行政評価システムにより作業を行った「業務棚卸」「業務量算定」「事業費算定」の結果を集約した表です。 

事務事業ごとの事業内容、事業量(活動量)、コストなどを一覧で確認することができます。 

 

・北上市では平成15年度からこの「業務棚卸表」を使って、何のために、何を、どのくらい実施し、どれだけのコストがか

かっているのかを「見える化」しております。 

 

・また、平成 24 年度事務事業分からは過年度の事業量の推移を確認・比較できるよう様式を改めております。 

■業務棚卸表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 表の見方 

 水色の行は評価事業(親事業)です。オレ

ンジ色の行は細事業(子事業)です。親事業

と子事業は対になっており、複数の子事業

が親事業にぶら下がっている場合もあり

ます。 

  



事業類型CD 事業類型 事業区分

1 ソフト事業（義務）

2 施設管理・維持補修事業

3 内部管理事務

4 負担金・補助金（義務）

5 ソフト事業（任意）

6 負担金・補助金（任意・ソフト事業）

7 施設等整備事業

8 負担金・補助金（任意・ハード事業）

96 人件費

97 公債費

98 予備費

99 その他

業務

政策

その他

■各項目の説明 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①評価事業コード/評価事業名称 

 システム上の管理コードと事務事業の名称を表します。 

②政策体系コード/政策体系名称 

 総合計画上の位置付けを表します。 

③事業類型 CD/事業類型/会計区分 

 事業の類型と会計区分を表します。 

 

 

 

① ②
 

③ ④ ⑤ ⑥ 

⑦ ⑧ ⑨ 

事業の類型 CD と区分 



④法令の根拠区分/法令等の名称/関連計画名 

・国の法令等の根拠がある場合はその区分と法令等名称を表示します。 

 また、事業の実施にあたり関連する計画がある場合その名称を表示します。 

 

 

 

 

 

 

⑤事業の目的と概要 

 事業を実施することにより、「何をどのようにしたいのか」、「どのような活動を行うのか」を表示します。 

⑥フルコスト 

 直接事業費(決算額、人件費、共通経費)＋間接経費(減価償却費、公債費利子分等) 

⑦細事業コード/細事業名称 

 親事業(評価事業)に対する子事業(細事業)の管理コードと名称を表示します。 

⑧事業対象 

 細事業ごとの事業の対象（誰のために実施しているのか。＝受益者）を表示します。 

⑨各年度の事業量 

 各年度の行政活動の結果・活動量を表します。 

※ 法令の根拠区分 


